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要約

災害現場でコンディション管理に極めて重要な役割を果たすのが「食」であるが、これまで消防隊員の“食のあり方”

についてはほとんど検討されていない。本研究では消防本部の備蓄食の実態を把握することを目的として、東日本大震

災における災害活動の経験のある 9消防本部に対し、平成 25 年度に第一回調査、その 3年後に第二回調査を実施した。

調査の結果、消防本部の災害備蓄食は各地方自治体に任されており、各消防本部ごとに備蓄内容の変更が検討されてい

るが、基準や変更内容選定の明確な根拠が待たれていることが推察された。災害現場において、活動し続ける消防隊員

にとって、パフォーマンスの発揮を支え、その後の通常業務に備えるコンディションを維持するためのエネルギーをは

じめとする栄養素等補給のための「食」としての「災害活動食の備蓄」を考えていく必要があると考えられた。
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Summary 
　　　“Food” is important to keep Fire-Fighters condition (body and mind) during emergency rescue (disaster) condition.  How-
ever, there are few studies on the food for Fire-Fighters.  The aim of the current research is to clarify the actual condition of food 
supply in a disaster situation.  We investigated nine Fire Departments (FD) two times, three-years apart.  The fi rst survey was done 
in 2013 and the second survey was done in 2016.  At that time, the food stock changes were studied separately for each FD. It was 
found that depending on the FD, food stocks were changed, cooperation with companies for supply were being made, and efforts 
to increase the amount of stock was being made.  However, despite the change, it was also found that there were gaps in how food 
stocks can be improved (quantity and quality) and managed effectively.  With these fi ndings, it was felt that there is a need to care-
fully consider the food, in all respects, for Fire-Fighters in a disaster scenario.  This is very important for Fire-Fighters to keep ex-
cellent body (maintaining energy requirements) and mind condition for doing their duty effectively.
Keywords: Fire-Fighters, food stockpiling, food supply, disaster situation 

Ⅰ．緒言

消防は、昨今の複雑多様化、高度化する消防需要に

対応し、全国いずれの地域においても生活の安全が確保

されるよう、住民の期待と信頼に応えられる高度なサー

ビスを提供していくことが求められている。1）近年では、

大規模地震はもとより、大雨による土砂災害や洪水被害、

大雪や竜巻など、様々な自然災害が頻発している。また、

地震に伴う津波や原子力をはじめとする各発電所等にお

ける被害、大規模火災や建物の倒壊など様々な複合的な

被害が予想される。さらに、都市構造がより複雑・多様

化している一面もある中、消防救助活動においても、よ

り多様な災害対応が求められている。また、災害による

倒壊家屋等からの人命救助の場合、災害発生から 72 時

間が経過すると、生存率が急激に低下するとされてい

る。2）これらのことから、消防本部は、どのような災害

が起きても、発災直後から活動を止めることなく柔軟に

対応し、災害対応機能を保つために、日ごろからの各自

の万全な準備が必要であると言える。コンディションを

維持し、力を発揮し続けるためには「食」が重要な役割

を果たす。しかし、これまで災害現場で活動する消防隊
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員の“食のあり方”についてはほとんど検討されていな

い。有事の際にも消防隊員が平常と変わらないパフォー

マンスを発揮するためにも、あらかじめ活動食（災害時

に活動するために摂取する 3度の食事）3）の備蓄の必要

性が考えられる。平成 24 年度に総務省消防庁から発出

された緊急消防援助隊広域活動拠点に関する報告書の中

において各消防本部は、所属する緊急消防援助隊登録部

隊が現地で 72 時間以上活動可能な食糧、 飲料水、個人

装備品等について、事前準備に努めるものとすること 2）

が示されている。被災者における備蓄に関しては、災害

に備えて備蓄する食品についてまとめるとともに食料備

蓄について尋ねたアンケート結果をもとに、その問題点

を示した調査 4）があるが、各消防本部の現状はどのよ

うなものであるのか情報の共有等はされておらず、調査

もされていない。

そこで本研究では、消防本部の備蓄食における現状を

把握し、今後の課題を検討することを目的とした。

Ⅱ．方法

備蓄食の現状を把握するため、以下の方法で調査を

行った。

大規模災害を経験した消防本部を含む、複数都市部の

９消防本部に対し、平成 25 年度に第一回調査、平成 28

年度に第二回調査として、備蓄食の現状等を問う質問紙

調査を電子メールにより送付し、電子メールで回収を

行った。第一回調査については、大都市消防防災研究機

関連絡会において情報収集し、第二回調査についてはそ

の追跡調査として行った。その結果、第一回調査、第二

回調査ともに 100％（9 消防本部中 9 消防本部）から回

答を得た。質問内容は、下記表 1のとおりとした。

Ⅲ．結果

1．消防本部の備蓄状況

平成 25 年度（第一回）備蓄食調査および平成 28 年度

（第二回）備蓄食調査の結果を表 2に示す。調査対象消

防本部は A～ Iと記載した。第二回調査については、表

3に第一回調査からの変更点を中心について示した。な

お、備蓄食がある場合を○とし、2 種類以上備蓄してい

る場合は種類数を記入した。C 消防本部に関しては、第

一回と第二回で最も大きく変更があったため、変更点に

ついて表 4に示した。また、自由記述の内容を表 5に示

した。

表 1　第一回および第二回消防本部における備蓄食調査内容
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表 2　平成 25 年度（第一回）備蓄食調査

表 3　平成 28 年度（第二回）備蓄食調査

※最も大きく変化の見られた C消防本部の変更内容を表 4に示した。

表 4　C 消防本部の備蓄内容の変化
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2．東日本大震災災害対応活動時の際の食料について

第一回調査（平成 25 年度）では、これらの備蓄に加え、

発災後新たに小売店等から調達して食料を賄った消防本

部は 100％（9 消防本部中 9 消防本部）という結果だっ

た。加えて企業等からの提供によって食料を得た消防本

部が 33％、隊員が持参した消防本部も 33％（9 消防本

部中 3消防本部）見られた。また、同年の調査において、

備蓄内容の変更を検討中と回答した消防本部が全体の約

67％（9消防本部中6消防本部）見られた。第二回調査（平

成 28 年度）において、内容変更を検討しているという

消防本部は 44％（9消防本部中 4消防本部）見られ、半

数近くの消防本部が 3年経過した現在も状況を変えられ

ずにいるという現状が明らかになった。

3．備蓄内容の変化について

第一回調査（平成 25 年度）備蓄内容は、一番多い備

蓄を持つ消防本部（C消防本部）で、水、アルファ化米、

乾パン、とん汁、けんちん汁という内容であった。一方、

最も少ない消防本部（B消防本部）では、アルファ化米

のみの備蓄であった。Aと C の消防本部ではエネルギー

量（2,400 または 2,617 kcal）を基準に備蓄していたが、

その他の本部では基準や指針等はなく、主にアルファ化

米などの主食のみを整備していた。

第二回調査時（平成 28 年度）においては、多くの消

防本部が第一回調査時と備蓄内容を変更していないとい

う実態が明らかになった。また、内容は変更していない

が、備蓄量を増加したという消防本部があった。被災者

を優先するため、消防隊員向けの備蓄は全く行っておら

ず、消防隊員各自で備蓄食を準備することを義務付けて

いる消防本部が 9本部中 3本部あった。

4．備蓄内容変更の検討について

備蓄内容の変更を検討中と回答した消防本部が全体の

約 67％（9消防本部中 6消防本部）見られた。第二回調

査（平成 28 年度）において、内容変更を検討している

という消防本部は 44％（9消防本部中 4消防本部）見ら

れ、半数近くの消防本部が 3年経過した現在も状況を変

えられずにいるという現状が明らかになった。

本調査においては、大規模災害を経験した本部も含ん

でいたが、そのような消防本部でさえ、検討を続けてい

る途中であり、明確に何を備蓄すれば良いか試行錯誤を

続けているという現状が明らかになった。

表 5　備蓄内容変更に関する自由記述
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Ⅳ．考察

今回対象とした消防本部は、大規模災害を経験した消

防本部と複数の都市部消防本部である。総務省消防庁か

らは、各消防本部は、所属する緊急消防援助隊登録部隊

が現地で 72 時間以上活動可能な食糧、 飲料水、個人装

備品等について、事前準備に努めるものとすることが示

されている 2) にもかかわらず、調査の結果、第一回調

査時には、半数以上の消防本部が 9食分の備蓄を行って

いないことがわかった。また、備蓄内容について変更を

検討しており、東日本大震災での災害対応活動の際、調

査したすべての消防本部が新たに調達を必要としていた。

また、第一回調査と第二回調査を比較して、備蓄内容の

変化はあまり見られなかった。備蓄量については 9 食

分（72 時間分）に増やしている消防本部があった。また、

企業等との提携等により消防本部としての備蓄を無くし

ている消防本部も見られた。備蓄内容に関しては、第二

回調査時にも変更を検討している消防本部が 4割以上で

あるものの明確な基準を設けている消防本部は少なかっ

た。

本調査より、消防隊員のための備蓄については、部隊

が現地で 72 時間以上活動可能な食糧、 飲料水、個人装

備品等について、事前準備に努めることの推奨が総務省

よりなされているにもかかわらず充分とは言えない状況

であった。一般に消防本部の規模が小さくなるほど、財

政基盤や人員、施設装備の面で十分でなく、高度な消防

サービスの提供に問題を有していることが多く 1）、今回

対象とした大規模消防本部でもこのような現状と考える

と、その他の消防本部の現状はかなり厳しいものである

ことが予想される。また、実際の災害では、これまでに

経験の無いことや、想定を越える困難も多い。表 5 に

あるように御岳山噴火災害では、災害救助現場まで登山

する必要があり、隊員から登山途中に摂取できる食料の

要望があった。しかも噴火による粉塵が舞う中でも食べ

ることのできるものの要望があったが、山岳用の高カロ

リー食品は入手に時間がかかるうえ高額であり、隊員の

要望通りの食品を届けることができなかった。これらを

踏まえると、様々な災害対応にあたる消防隊員に対して

は、摂取エネルギー量や栄養素量等だけではなく、特殊

な形態や機能を持つ備蓄食の必要性が考えられる。ま

た、その活動量や活動内容を的確に把握し、いつ何時発

生するとも分からない災害においても常に変わらない

パフォーマンスを発揮できるように限られた予算の中で

「食」において検討していくことが期待される。

被災地では、あくまでも被災者優先の立場から、被

災者のための備蓄食の準備を考えている消防本部も見ら

れた。東日本大震災の際には、すべての消防本部が備蓄

食以外に食糧を調達しており、現行の備蓄のみでは消

防職員に対する食糧は賄えていないことが明らかになっ

た。先行研究やアスリートに最適なエネルギーおよび栄

養素摂取を参考に、災害救助活動中の消防隊員のコン

ディションの維持と力を発揮することのできる望ましい

エネルギー量について赤野ら（著者ら）が検討した結果、

大規模災害時の一日の推定エネルギー必要量は、3,000

から 4,000kcal 程度に設定するのが妥当ではないかと

推察している 3）。備蓄基準としてエネルギー量を基準に

している消防本部もあったが、それぞれ 2,400 または、

2617kcal を基準としており、1,000kcal 程度不足が推測

される。総務省消防庁からは、各消防本部は、所属する

緊急消防援助隊登録部隊が現地で 72 時間以上活動可能

な食糧、 飲料水、個人装備品等について、事前準備に努

めるものとすることが 2）示されているが、これが達成

されている消防本部は半数にも満たないという現状が明

らかとなった。東日本大震災の経験から備蓄量を増加し

た消防本部も見られたが、多くの消防本部が備蓄食糧の

内容について変更を検討している状況は変わっておらず、

外部機関と震災時の備蓄食について研究等を行っていき

たいという回答も見られた。栄養学的に十分な内容を含

む活動食モデルの摂取は、隊員の体調維持に寄与する可

能性が確認されている 5）。これらのことから、備蓄食に

対する基準や変更内容選定の明確な根拠が待たれている

ことが予想できた。

災害時の「食」というと、被災者における「食」へ

の配慮が優先される場面が多いが、災害発生後 72 時間

という時間を、現場から避難する被災者を助けるために

災害に立ち向かい、活動し続ける消防隊員にとって、パ

フォーマンスの発揮を支え、その後の通常業務に備える

コンディションを維持するためのエネルギー補給として

の「食」としての「災害備蓄食」を考えていくことも必

要と考える。

Ⅴ．結論

消防本部の備蓄食は、予算に応じて備蓄内容が決め

られており、隊員各自の持参や企業の寄付などに頼って

いるなど本部ごとに置かれた状況によって異なっている。

備蓄内容について 3年間で変化がみられる本部や検討を

続けている本部も見られるが、必要エネルギー量に満た

ない本部が大多数を占めており、災害発生時に円滑に災

害対応業務を遂行していくためにも、消防隊員のための

災害活動食の備蓄に関する必要根拠や基準を明確化する

ことが必要なのではないかと考える。
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